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議案第117号 

 

   平成28年度幕別町水道事業会計補正予算（第１号） 

 

第１条 平成28年度幕別町の水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

第２条 平成28年度幕別町水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 支   出   

（科目） （既決予定額） （補正予定額） （計） 

第１款 水道事業費用 550,502千円 471千円 550,973千円 

第１項 営業費用 498,997千円 471千円 499,468千円 

 

第３条 予算第４条本文括弧書中「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額464,527千円は過年度分損益勘定留保資金291,082千

円及び当年度分損益勘定留保資金173,445千円」を「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額464,097千円は過年度分損益勘定

留保資金291,123千円及び当年度分損益勘定留保資金172,974千円」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 支   出   

（科目） （既決予定額） （補正予定額） （計） 

第１款 資本的支出 469,727千円  △430千円 469,297千円 

第１項 建設改良費 311,686千円  △430千円 311,256千円 

 

第４条 予算第５条中「35,223千円」を「35,264千円」に改める。 
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１．一般職
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（２）　給料及び職員手当の増減額の明細

給与改定の状況
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（３）　給料及び職員手当の状況
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（級別の職務内容）
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